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理
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衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
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方
分
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改
革
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
解
消
さ
れ
る
七
割
」
と
は
、
「
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
の
実
施
方
針
」
（
平
成
二
十
六
年
四
月

三
十
日
地
方
分
権
改
革
推
進
本
部
決
定
）
に
基
づ
き
実
施
し
た
「
平
成
二
十
七
年
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
」
に

寄
せ
ら
れ
た
提
案
で
内
閣
府
と
関
係
府
省
と
の
間
で
調
整
を
行
っ
た
二
百
二
十
八
件
の
う
ち
、
提
案
の
趣
旨
を
踏
ま
え
対
応

を
行
う
こ
と
と
し
た
百
二
十
四
件
及
び
現
行
規
定
で
対
応
可
能
と
し
た
四
十
二
件
を
合
計
し
た
百
六
十
六
件
の
占
め
る
割
合

（
約
七
十
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
こ
と
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
「
解
消
さ
れ
な
い
三
割
」
と
は
、
当
該
二
百
二
十
八
件
か
ら

当
該
百
六
十
六
件
を
除
い
た
六
十
二
件
の
占
め
る
割
合
（
約
二
十
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
こ
と
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
解
消
出
来
な
い
理
由
」
と
し
て
は
、
提
案
の
内
容
に
関
し
地
方
公
共
団
体
の
間
で
意
見
に
相
違
が
あ
る
こ
と
、

提
案
の
内
容
が
国
の
責
務
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
権
限
移
譲
又
は
規
制
緩
和
に
な
じ
ま
な
い
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
提
案
ご
と
に
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。


